
いわき市立入遠野中学校だより Ｎｏ２３

令和元年１１月２９日（金）

１１月１日（金）人権教室を行いました

■講師：人権擁護員 蛭田優子 様

国際理解やヘイトスピーチなどについて学びまし

た。ワークシートを使い、「好き」「嫌い」という観

点から、なぜそう思うのかという点に話題を広げ、

皆で思ったことをを出し合い考えを深めました。

生徒と対話しながら学ぶことを大事にする蛭田さん

１１月６日（水）新聞活用講座で学びました

入中では主権者教育、読解力・表現力をつけるね

らいで、年間を通して新聞を活用した取り組みを行

っています。今回はゲストティーチャーとして、福

島民友新聞社から講師をお招きし、各学年毎に１時

間ずつ新聞のつくり等について学びました。入中で

は新聞が教室に配置

されいつでも読める

環境です。

民友社まなぶん渡辺事務局長による講義

１１月１５日（金）薬物乱用防止教室を実施

■いわき南警察署少年補導員 長尾実里さん

■遠野駐在所 巡査部長 髙津恭祐さん

全校生対象に行いました。今回は薬物のサンプル

を実際に見て、たった

一度でも絶対に手を出

さない大切さについて、

生徒が各々自覚を深め

ることができました。

今年３度目の講義をする長尾さん髙津さん

赤い羽募金ご協力ありがとうございました

生徒会を中心に「くずのは祭」当日も呼びかけを

行い、５８８１円を集め寄付することができました。

今年は赤い羽

根ではなく、赤

い羽根を描いた

シールとなりま

した。

上遠野伯正社会福祉協議会長（本校卒）に浄財を渡す生徒会役員

リニューアルしました 入中ゲート

入中入り口２カ所の門柱が、リニューアルしまし

た。用務員の佐川敏行さんが夏から少しずつ少しず

つ丁寧に塗り直しました。前と同じ色なので気づか

れにくいのですが、とても美しく仕上がりました。

クリーム色の入中入り口



入中で力をいれている教育活動

キャリア教育

将来の生き方、職業人、地域人、社会人として必

要となる力を身に付ける、入遠野で生まれ育った子

どもたちが、入遠野の地域の人・もの・ことを知り、

関わることが郷土愛を育むねらいをもち、入中なら

ではの特色ある活動を１～３年生共通と、学年別に

つながりをつけた活動の両面で取り組んでいます。

１～３年共通 新聞活用講座 郷土食体験学習

１年 地域理解学習

２年 経済体験学習

３年 職業学習

円福寺で学んだ１年生

１２／７（土）郷土食体験学習ではふるさとの野菜、

入中ファームで栽培された作物を使い、入遠野婦人

会のみなさんと生徒がふれあいながら、「豚汁」と

「手打ちうどん」を作り会食します。

学校図書館活動

小学校から継続しているおかげで入中生は本をよ

く読みます。学校図書館は本を読むところ、本を使

った学習をするところ、新聞や隣接するコンピュー

タを使ってタイムリーな情報を活用する力をつける

ところの３つを充実させています。

○ 朗読会の実施

○ 学校図書館に畳スペースを設置

伊勢物語を朗読する３年生

○ お勧めの本をディスプレーや校内放送で紹介

○ １Ｆにブックトラックを設置

○ 月毎に壁新聞を掲示し新聞に親し

んでいる ブックトラック

壁新聞が大好きな３年生

校長室の宝物

今月２０日まで、上遠野「ミモザ」で絵の個展が

開かれていました。画家は入中卒業生の大沼博暉（お

おぬまひろてる）さんです。昭和４４年パリに渡り

エル・グレコの絵と出会います。グレコの作品がス

ペインに多くあることを知り、トレドに行きます。

トレドではグレコの絵の模写に没頭しその後トレド

市民となり古都を克明に描いてきました。今回もス

ペイン大使館後援で「サンティアゴ巡礼路の一部」

の絵を鑑賞することができました。トレドでは大沼

さんの名を知らぬ人はいないほどの著名な方だそう

です。受賞歴も多数あり、マジョルカ島美術館、奈

良市、トレド市が作品を買い上げています。志を高

く持ち、努力を積む大切さを先輩は私たちに教えて

くださっていると感じます。

入中の中と外 ～故きを温ねる～ その１

プール前にある昭和３３年度卒業記念碑

プール前にある昭和４９年度卒業記念碑


